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五
月
十
一
日
、
自
民
、
公
明
両
党

は
、
新
た
な
安
全
保
障
法
制
に
関

す
る
与
党
協
議
を
開
い
て
、
安
保

関
連
法
案
の
全
条
文
に
最
終
合
意

し
、
十
四
日
に
も
閣
議
決
定
を
行

な
い
国
会
に
提
出
す
る
こ
と
を
確

認
し
た
。
集
団
的
自
衛
権
行
使
を

可
能
と
す
る
た
め
の
自
衛
隊
法
、

武
力
攻
撃
事
態
法
の
改
悪
、
地
球

規
模
で
米
軍
の
戦
闘
な
ど
を
支
援

で
き
る
よ
う
に
す
る
重
要
影
響
事

態
安
全
確
保
法
案
（
周
辺
事
態
法

の
改
悪
）、
海
外
派
兵
恒
久
法
の

新
設
（「
国
際
平
和
支
援
法
案
」）

な
ど
が
法
案
の
主
な
内
容
。
こ
れ

ら
の
法
律
は
、
自
衛
隊
が
真
の
帝

国
主
義
軍
隊
と
し
て
世
界
の
あ
ら

ゆ
る
地
域
で
米
軍
を
は
じ
め
と
す

る
他
国
の
軍
隊
と
と
も
に
戦
争
を

遂
行
で
き
る
よ
う
に
す
る
、
文
字

通
り
の
「
戦
争
法
」
に
ほ
か
な
ら

な
い
。
米
議
会
の
演
説
で
の
ふ
ざ

け
き
っ
た「
約
束
」の
と
お
り
、
安

倍
た
ち
は
こ
の
夏
ま
で
の
成
立
を

目
論
ん
で
い
る
。一
方
、憲
法
改
悪

の
国
民
投
票
に
向
け
た
動
き
も
急

だ
。
自
民
党
は
来
年
の
参
院
選
後

を
に
ら
ん
で
「
緊
急
事
態
条
項
」

の
新
設
な
ど
改
憲
条
項
の
絞
り
込

み
を
他
党
に
呼
び
か
け
て
い
る
。 

横
須
賀
の
呉
東
弁
護

士
が
講
演

平
和
憲
法
が
戦
後
最
大
の
危
機
を

迎
え
る
状
況
の
な
か
で
五
月
三
日

の
憲
法
記
念
日
が
や
っ
て
き
た
。 

快
晴
と
な
っ
た
こ
の
日
、
横
浜
・

臨
港
パ
ー
ク
で
の
憲
法
集
会
の
前

段
に
「
壊
憲
Ｎ
Ｏ
！
通
す
な
！
戦

争
参
加
法
　
Ｉ
Ｎ
横
浜
・
学
習
講

演
会
」
が
壊
憲
Ｎ
Ｏ
！ 
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条
改

悪
反
対
連
絡
会
議
の
主
催
で
開
催

さ
れ
た
。
会
場
と
な
っ
た
横
浜
市

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
は
労
組

の
活
動
家
を
中
心
と
す
る
参
加
者

で
一
杯
に
な
っ
た
。 

主
催
者
を
代
表
し
て
高
橋
俊
次
新

社
会
党
書
記
次
長
が
あ
い
さ
つ
。

第
一
次
・
第
二
次
安
倍
政
権
に
よ

る
教
育
基
本
法
改
悪
、
秘
密
保
護

法
制
定
な
ど
一
連
の
反
動
攻
勢
と

ひ
と
つ
な
が
り
の
も
の
と
し
て
今

次
の
戦
争
参
加
法
、
来
夏
以
降
の

改
憲
国
民
投
票
が
狙
わ
れ
て
い
る

こ
と
が
強
調
さ
れ
た
。

講
演
は
、
横
須
賀
の
「
米
空
母
母

港
化
を
考
え
る
会
」
共
同
代
表
の

呉
東
正
彦
弁
護
士
が
「
集
団
的
自

衛
権
と
安
保
関
連
法
」
を
テ
ー
マ

に
行
な
っ
た
。
呉
東
弁
護
士
は
、

戦
前
に
お
い
て
個
人
の
尊
厳
と
基

本
的
人
権
の
最
大
の
侵
害
者
は
国

家
権
力
で
あ
っ
た
こ
と
、
人
権
が

い
か
な
る
状
況
で
も
保
障
さ
れ
る

よ
う
国
家
権
力
を
縛
る
鎖
、
そ
れ

が
憲
法
で
あ
る
こ
と
、
平
和
は
人

権
保
障
の
基
本
的
条
件
で
あ
り
、

日
本
国
憲
法
九
条
の
平
和
主
義
の

役
割
も
そ
こ
に
あ
る
こ
と
を
再
確

認
し
た
。
そ
し
て
安
倍
政
権
が
制

定
し
よ
う
と
し
て
い
る
安
保
関
連

法
案
は
、
①
こ
れ
ま
で
否
定
さ
れ

て
き
た
武
力
行
使
（
戦
争
行
為
）

を
集
団
的
自
衛
権
の
名
で
可
能
と

す
る
こ
と
、
②
後
方
支
援
（
補

給
・
輸
送
）
に
つ
い
て
周
辺
事
態

と
い
う
地
理
的
制
約
を
な
く
そ
う

と
し
て
い
る
こ
と
、
③
平
和
維
持

活
動
（
Ｐ
Ｋ
Ｏ
）
に
つ
い
て
も
国

連
以
外
に
拡
大
・
武
器
使
用
場
面

も
拡
大
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ

と
、
④
従
来
の
「
イ
ラ
ク
特
措

法
」
の
よ
う
な
個
別
法
、
特
別
措

置
法
が
な
く
て
も
世
界
の
ど
こ
で

も
政
権
の
判
断
で
戦
争
参
加
で
き

る
法
制
が
目
指
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、

今
秋
に
予
定
さ
れ
て
い
る
米
軍
の

新
た
な
原
子
力
空
母
（
ロ
ナ
ル

ド
・
レ
ー
ガ
ン
）
の
横
須
賀
配
備

に
つ
い
て
、
横
須
賀
住
民
の
同
意

も
日
本
政
府
の
安
全
審
査
も
な
く

原
子
力
艦
船
が
居
座
り
続
け
よ
う

と
し
て
い
る
こ
と
に
反
対
し
、
母

港
化
の
是
非
を
問
う
住
民
投
票
を

成
功
さ
せ
る
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
た
。 

そ
の
後
、
厚
木
基
地
爆
音
防
止
規

制
同
盟
の
大
波
修
二
さ
ん
が
爆
音

訴
訟
の
現
状
に
つ
い
て
、
連
絡
会

議
共
同
代
表
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

の
山
口
正
紀
さ
ん
が
安
倍
政
権
の

マ
ス
コ
ミ
・
情
報
操
作
に
つ
い
て

報
告
し
、
最
後
に
共
同
代
表
の
二

瓶
久
勝
さ
ん
が
今
後
の
闘
い
の
構

え
に
つ
い
て
提
起
し
た
。
憲
法
も

労
働
法
制
も
、
戦
後
最
大
の
危
機

を
迎
え
て
い
る
。
断
固
批
判
し
、

闘
う
べ
き
労
働
組
合
・
メ
デ
ィ
ア

が
起
ち
あ
が
っ
て
い
な
い
。
労
働

組
合
と
学
生
が
闘
っ
て
こ
そ
社
会

変
革
が
で
き
る
。
今
こ
そ
「
労
働

組
合
こ
こ
に
あ
り
」
を
社
会
に
示

そ
う
、
と
の
力
強
い
訴
え
と
、
六

月
二
十
三
日
の
「
戦
争
へ
の
道
を

ゆ
る
さ
な
い
６
・
２
３
東
京
集

会
」
へ
の
結
集
の
呼
び
か
け
が
あ

っ
た
。 

学
習
講
演
会
終
了
後
、
参
加
者
は

ノ
ボ
リ
旗
を
先
頭
に
、
隊
列
を
組

ん
で
憲
法
集
会
の
会
場
へ
移
動
し

た
。 共

同
の
力
で
三
万
人

の
大
結
集
！

会
場
の
臨
港
パ
ー
ク
で
は
、
す
で

に
プ
レ
コ
ン
サ
ー
ト
が
は
じ
ま
っ

て
い
た
が
、
参
加
者
は
ま
だ
続
々

と
詰
め
か
け
て
い
た
。
労
組
の
旗

を
掲
げ
て
の
参
集
が
目
立
つ
。
例

年
の
憲
法
集
会
に
は
参
加
し
て
い

な
か
っ
た
「
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

に
結
集
し
て
い
る
労
組
の
旗
も
数

多
く
あ
っ
て
、
自
治
労
と
自
治
労

連
、
日
教
組
と
全
教
と
い
う
よ
う

に
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
を
異

に
す
る
組
合
が
一
同
に
会
す
る
光

景
は
壮
観
で
あ
っ
た
。
参
加
者
は

三
万
人
、
昨
年
ま
で
の
日
比
谷
公

会
堂
集
会
の
一
〇
倍
の
規
模
の
大

結
集
で
あ
る
。
差
し
迫
る
憲
法
改

悪
へ
の
強
い
危
機
意
識
と
幅
広
い

共
同
行
動
の
実
現
が
こ
の
大
結
集

に
結
び
つ
い
た
の
で
あ
ろ
う
。 

集
会
で
登
壇
し
た
呼
び
か
け
人
や

政
党
代
表
の
ス
ピ
ー
チ
か
ら
も
、

安
倍
の
壊
憲
の
た
く
ら
み
に
共
同

で
反
対
し
よ
う
と
の
思
い
が
伝
わ

っ
た
。
リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
は
、

「
戦
争
・
原
発
・
貧
困
・
差
別
」

と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活

動
し
て
い
る
人
々
が
登
壇
、
高
校

生
を
は
じ
め
若
い
人
々
の
積
極
的

な
発
言
が
目
立
っ
た
。 

沖
縄
の
運
動
を
代
表
し
て
発
言
し

た
高
里
鈴
代
さ
ん
は
、
知
事
と
会

談
し
沖
縄
県
民
が
ど
れ
だ
け
強
く

辺
野
古
の
基
地
建
設
に
反
対
し
て

い
る
か
を
知
っ
て
い
な
が
ら
、
米

国
に
行
っ
て
恥
知
ら
ず
に
も
「
辺

野
古
移
設
が
唯
一
の
解
決
先
だ
」

と
公
言
し
た
安
倍
を
強
く
糾
弾

し
、「
辺
野
古
の
基
地
建
設
は
沖

縄
県
民
の
民
意
を
無
視
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
い
。
そ

れ
は
平
和
憲
法
を
、
憲
法
九
条
を

危
う
く
す
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な

い
。
全
国
民
の
力
で
基
地
建
設
を

跳
ね
返
し
て
い
こ
う
」
と
力
強
く

訴
え
た
。 

６
・23
東
京
集
会
に
結

集
し
よ
う
！

幅
広
い
結
集
で
大
き
な
成
功
を
収

め
た
憲
法
集
会
で
は
あ
っ
た
が
、

参
加
者
の
大
半
を
占
め
、
こ
の
大

結
集
を
支
え
た
労
働
組
合
か
ら
の

発
言
が
一
つ
も
な
か
っ
た
こ
と
に

は
大
き
な
疑
問
を
覚
え
た
。
さ
ら

に
は
、
多
様
な
分
野
か
ら
の
発
言

で
安
倍
政
権
の
攻
撃
の
個
々
の
現

わ
れ
を
知
る
こ
と
は
で
き
た
が
、

そ
れ
ら
を
貫
く
攻
撃
の
本
質
に
迫

る
状
況
把
握
と
闘
い
の
基
本
的
方

向
の
提
起
は
集
会
全
体
を
通
し
て

弱
か
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。 

前
段
集
会
を
開
催
し
た 
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条
改

悪
反
対
連
絡
会
議
は
、
改
憲
反
対

の
広
範
な
共
同
闘
争
の
実
現
を
希

求
し
つ
つ
、
そ
の
中
で
の
労
働

者
・
労
働
組
合
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ
の
発
揮
を
一
貫
し
て
主
張
し
て

き
た
。
昨
年
秋
の
「
10
・
17
戦
争

へ
の
道
を
許
さ
な
い
東
京
集
会
」

の
実
現
を
支
え
、
本
年
二
月
に
は

「
戦
争
さ
せ
な
い
！
2
・
25
学
習

決
起
集
会
」
を
成
功
さ
せ
た
（
本

紙
三
月
十
五
日
号
参
照
）。
こ
う

し
た
蓄
積
を
も
と
に
「
戦
争
法
」

の
国
会
審
議
が
大
詰
め
を
迎
え
る

六
月
、
こ
の
法
律
の
成
立
を
何
と

し
て
も
阻
止
す
べ
く
「
戦
争
へ
の

道
を
ゆ
る
さ
な
い
6
・
23
東
京
集

会
」（
別
掲
案
内
参
照
）
を
日
比

谷
野
外
音
楽
堂
で
開
催
し
、
よ
り

大
規
模
な
結
集
を
め
ざ
す
。
多
く

の
仲
間
の
参
加
を
呼
び
か
け
ま

す
。 �

【
大
山
　
歩
】 

戦
争
へ
の
道
を

ゆ
る
さ
な
い

６
・
23
東
京
集
会
に
参
加
し
よ
う

安
保
法
制
関
連
法
案 

沖
縄
・
辺
野
古
基
地
建
設
阻
止
！

６
月
23
日
㈫
18
時
半
開
会（
18
時
開
場
）

日
比
谷
野
外
音
楽
堂

主
催
＝
戦
争
を
さ
せ
な
い
東
京
１
０
０
０
人
委
員
会

「
戦
争
法
」の
成
立
を
阻
止
し
よ
う
！

五
月
三
日
に
開
か
れ
た
ふ
た
つ
の
憲
法
集
会 

朝
鮮
総
連
へ
の
政
治
弾
圧
断
固
糾
弾
！（
関
連
記
事

四　
　

面
） ３万人が結集した憲法集会（５月３日　横浜・臨港パーク、撮影＝飯島　聡）


